別記第１号様式（第５条関係）
鎌ケ谷市災害時協力井戸登録届出書兼登録調書
　　　　年　　月　　日

鎌ケ谷市長　　あて

私が所有（管理）する下記の井戸について、「鎌ケ谷市災害時協力井戸の登録に関する要領」に賛同し、鎌ケ谷市の災害時協力井戸として登録することを了承します。
記
	所　有　者
	氏　名
	
	電　話
	‐　　　‐

	
	住　所
	鎌ケ谷市

	管　理　者　　
※所有者と異なる　　場合のみ記入
	氏　名
	
	電　話
	‐　　　‐

	
	住　所
	鎌ケ谷市

	井　　　　戸　の仕様等
	井戸の所在地
	□住所と同じ　□住所と別（下欄に記載願います）

	
	
	鎌ケ谷市

	
	井戸の位置
	□宅地内（□屋内　□屋外）　□田畑　□その他

	
	汲み上げ種別
	□電動式　□手動式　□電動・手動式併用　□つるべ

	
	停電時の使用
	□可能　　□不可能

	
	使用状況
	□日常的に利用している。

（□飲料水に使用　□生活用水（洗濯、掃除、風呂等に使用）　□その他）
□日常的には利用していない。

	
	水　　量
	□水量は確保されている。

□渇水時には枯れることがある。　　□不明

	
	水質検査
	□水質検査を定期的に実施している。

　（水質検査結果　□飲用可能　□飲用不可能）

□水質検査は実施していない。

	自主防災組織及び
自治会での情報共有
	□自主防災組織及び自治会で情報を共有することに同意します。
□自主防災組織及び自治会で情報を共有することに同意しません。

　（同意しない場合は、市のみが情報を保有します。）

	市処理欄
	登録番号
	
	登録年月日
	


※記入要領：裏面参照
１　所　有　者
　　本制度に申込みされる方の氏名、電話番号、住所を記入してください。

２　管　理　者
　　所有者とは別に井戸の管理者がいる場合は、管理者の氏名、電話番号及び住所を記入してください。

３　井戸の仕様等
（１）井戸の所在地
　　井戸の所在地が住所と同じ場合は、住所と同じの□に✔印を付けてください。
住所と異なる場合は、住所とは別の場所の□に✔印を付け、下欄に所在地を記入してください。

（２）井戸の位置
　　井戸のある場所について宅地内、田畑、その他の別について、□に✔印を付けてください。宅地内については、屋内、屋外の別についても□に✔印を付けてください。

（３）汲み上げ種別
井戸水の汲み上げ種別について、電動・手動・つるべのいずれかの□に✔印を付けてください。電動・手動いずれも使用可能な場合は、電動・手動併用の□に✔印を付けてください。
（４）停電時の使用
電動については、停電時に自家発電機等により使用可能な場合、可能の□に✔印を付け、使用不可能な場合は、不可能の□に✔印を付けてください。
（５）使用状況
井戸を日常的に利用されている場合は、「日常的に利用」の□に✔印を付け、井戸水の利用用途について飲料水、生活用水、その他の別についての□に✔印を付けてください。

　　あまり利用されていない場合は、「あまり利用していない」の□に✔印を付けてください。

（６）水量
井戸の水量について、該当するものの□に✔印を付けてください。

（７）水質検査

　　水質検査の実施状況について定期的に実施されている場合は、「水質検査を定期的に実施している」の□に✔印を付け、水質検査結果について該当するものの□に✔印を付けてください。水質検査の結果は、最新の検査結果を記入してください。

水質検査を実施されていない場合は、「水質検査は実施していない」の□に✔印を付けてください。　
　　　　　　　　
４　自主防災組織及び自治会での情報共有
　　いざという時に災害時協力井戸を有効に活用するためには、平常時から地域で情報を共有することが大切です。

　　井戸が所在する地域の自主防災組織及び自治会に情報を提供することについて同意するか否か、□に✔を記入してください。（同意しない場合は、市のみが情報を保有します。）
　    
■　災害時協力井戸登録台帳に登録後、登録決定通知書を送付いたします。
■　災害時協力井戸として登録された井戸の所有者（管理者）の方には、次の事項についてご協力をお願いします。
１　災害時において、所有する井戸水を地域住民等に無償で提供してください。
２　「災害時協力井戸」の標識を、井戸所在地の門、扉、塀など近隣の市民の方がわかりやすいところに表示してください。
３　善意に基づくボランティアの井戸のため、市が水質検査を実施したり、維持管理に要する費用等に対する助成はございません。
　
　
※　提供いただいた調査内容については、災害時協力井戸の登録・運用以外の目的には使用しません。
